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細
菌
性
食
中
毒
は
、
そ
の
発
生
機
序
に

よ
っ
て
二
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
摂
取
さ
れ
た
菌
が
腸
内
で
増
殖
お
よ

び
そ
の
後
の
病
原
因
子
が
関
与
す
る
感
染

侵
入
型
と
、
菌
の
産
生
す
る
タ
ン
パ
ク
毒

素
の
付
着
し
た
食
品
の
摂
取
に
よ
っ
て
発

症
す
る
感
染
毒
素
型
の
２
種
類
が
あ
る
。

前
者
に
は
サ
ル
モ
ネ
ラ
、
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク

タ
ー
、
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
、
下
痢
原
性
大
腸

菌
、
エ
ル
シ
ニ
ア
、
ウ
エ
ル
シ
ュ
菌
、
セ

レ
ウ
ス
菌
（
下
痢
型
）、
リ
ス
テ
リ
ア
菌

な
ど
が
あ
り
、
後
者
に
は
ブ
ド
ウ
球
菌
、

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
、
セ
レ
ウ
ス
菌
（
毒
素
型
）

が
あ
る
。
大
腸
菌
Ｏ
‐
157
は
下
痢
原
性
大

腸
菌
食
中
毒
に
属
す
る
。

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
の
病
像
は
、
チ
フ
ス
型
、

急
性
胃
腸
型
、
敗
血
症
型
の
３
型
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
、
最
も
多
い
急
性
胃
腸
炎

型
は
潜
伏
期
間
１
〜
２
日
、
下
痢
（
水
様

便
〜
血
便
）、
腹
痛
、
発
熱
を
主
症
状
と

す
る
。
急
性
胃
腸
炎
型
に
続
発
し
て
発
症

す
る
敗
血
症
型
は
、
死
に
至
る
こ
と
も
あ

る
。カ

ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
は
、
ウ
シ
、
ヒ
ツ

ジ
、
ニ
ワ
ト
リ
な
ど
多
く
の
動
物
の
常
在

菌
で
あ
る
。
潜
伏
期
間
は
２
〜
７
日
で
、

下
痢
（
水
様
便
〜
血
便
）、
発
熱
、
腹
痛

を
主
症
状
と
す
る
。
通
常
７
〜
10
日
以
内

に
回
復
す
る
が
、
約
20
％
の
症
例
で
は
入

院
加
療
を
必
要
と
す
る
。
ま
た
、
腸
炎
後

に
ギ
ラ
ン
バ
レ
ー
症
候
群
、
あ
る
い
は
フ

ィ
ッ
シ
ャ
ー
症
候
群
を
発
症
し
た
症
例
報

告
が
あ
る
が
、
両
者
の
関
係
お
よ
び
そ
の

発
生
機
序
は
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な

い
。

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ

は
、
水
性
細
菌
の

一
つ
で
、
魚
介
類

を
原
因
食
と
し
て

７
〜
９
月
に
集
中

し
猛
暑
の
年
に
多

発
す
る
。
潜
伏
期

間
は
５
〜
20
時
間

で
下
痢
（
水
様
便

〜
粘
血
便
）、
腹
痛

を
主
症
状
と
す
る
。

通
常
２
〜
３
日
で

自
然
治
癒
す
る
が
、

軽
い
も
の
か
ら
コ

レ
ラ
様
の
重
症
の

も
の
ま
で
さ
ま
ざ

ま
で
あ
り
、
希
に

脱
水
、
低
血
糖
、
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
に
よ
り

死
に
至
る
こ
と
も
あ
る
。

下
痢
原
性
大
腸
菌
は
腸
管
毒
素
原
性
大

腸
菌
（
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）、
腸
管
病
原
性
大
腸

菌
（
Ｅ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）、
腸
管
付
着
性
大
腸
菌

（
Ｅ
Ａ
Ｅ
Ｃ
）、
腸
管
組
織
侵
入
性
大
腸

菌
（
Ｅ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
）、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌

（
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
）
の
種
類
に
分
離
さ
れ
る
。

大
腸
菌
に
よ
る
食
中
毒
に
は
Ｖ
ｅ
ｒ
ｏ
毒

素
（
Ｖ
Ｔ
１
、
Ｖ
Ｔ
２
）
を
発
生
す
る
Ｅ

Ｈ
Ｅ
Ｃ
の
Ｏ
‐
157
が
最
も
有
名
で
あ
る

が
、
本
菌
以
外
に
も
Ｖ
ｅ
ｒ
ｏ
毒
素
を
産

生
す
る
Ｏ
１
、
Ｏ
26
、
Ｏ
111
な
ど
の
血
清

型
が
存
在
す
る
。
最
終
的
に
は
Ｖ
ｅ
ｒ
ｏ

毒
素
の
検
出
が
必
須
で
あ
る
。

Ｏ
‐
157
を
は
じ
め
と
す
る
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
は

潜
伏
期
間
３
〜
８
日
、初
期
症
状
は
下
痢
、

腹
痛
で
感
染
者
の
50
％
に
血
便
（
出
血
性

大
腸
炎
）
が
み
ら
れ
、
多
く
は
高
熱
に
は

な
ら
な
い
。
出
血
性
大
腸
炎
が
典
型
的
で

重
症
な
症
例
ほ
ど
、
腹
痛
が
極
め
て
強
く
、

便
成
分
を
認
め
な
い
血
性
便
を
示
す
。
下

痢
発
症
後
５
〜
７
日
を
経
過
し
て
溶
血
性

尿
毒
症
症
候
群
（
Ｈ
Ｕ
Ｓ
）
や
脳
症
な
ど
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誌上特別講義　第１回　「食中毒」

年  期 ｠  間  患者数  

1996 8/6～12/31* 1,287*

1997 1/1～12/31 1,941*

1998 1/1～12/31 2,077*

1999 1/1～ 3/31 108*

1999 4/1～12/31 2,849**

2000 1/1～12/31 3,622**

2001 1/1～ 5/27 668**

腸管出血性大腸菌感染症届出数 
（O-157,O1,O26など） 

*厚生省伝染病統計 
**感染症発生動向調査（2001年6月5日現在報告数） 

細
菌
性
食
中
毒

1996年に岡山県邑久町で発生して、その後全国規模で流行が広
がった大腸菌O-157をはじめ、７月から９月にかけて発生件数
がピークとなる食中毒の代表的な症例について解説する。

件数 患者数 死者数 

サルモネラ菌属 824 11868 3

腸炎ビブリオ 664 9339 1

カンピロバクター･ジェジュニ/コリ 493 1802 0

その他の病原性大腸菌 237 2238 0

自然毒（植物性・動物性） 121 377 3

ウイルス（小型球形ウイルス） 116 5216 0

ブドウ球菌 67 736 0

ウエルシュ菌 22 1517 0

その他の細菌 19 50 0

セレウス菌 11 59 0

腸管出血性大腸菌 (VT産生) 8 46 0

化学物質 8 134 0

ボツリヌス菌 3 3 0

エルシニア・エンテロコリチカ 2 2 0

ナグビブリオ 2 4 0

その他・不明 95 1606 0

総数 2692 34997 7

1999年 病因物質別食中毒発生状況 

厚生省食中毒統計より 
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の
腸
管
外
合
併
症
を
き
た
し
や
す
い
。
出

血
性
大
腸
炎
か
ら
Ｈ
Ｕ
Ｓ
に
進
展
す
る
過

程
で
は
、
血
液
の
白
血
球
数
、
Ｃ
Ｒ
Ｐ
が

著
し
く
増
加
す
る
。

Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
は
、
３
類
感
染
症
と
し
て
分

類
さ
れ
て
お
り
、
診
断
し
た
医
師
は
直
ち

に
保
健
所
を
経
由
し
て
都
道
府
県
知
事
に

届
け
出
る
義
務
が
あ
る
。
本
年
２
月
に
は

滋
賀
県
内
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
で

「
ビ
ー
フ
ス
テ
ー
キ
」
を
原
因
食
と
す
る

Ｏ
‐
157
食
中
毒
が
発
生
し
た
（
患
者
数
６

名
、
入
院
２
名
）。
Ｈ
Ｕ
Ｓ
を
発
症
し
た

者
は
な
く
、
患
者
の
潜
伏
期
間
は
平
均
４

日
（
範
囲：

2.5
〜
７
日
）
で
あ
っ
た
。

ブ
ド
ウ
球
菌
に
よ
る
食
中
毒
は
、
食
品

中
に
多
量
増
殖
し
た
菌
に
よ
っ
て
産
生
さ

れ
た
毒
素
に
よ
っ
て
お
こ
り
、
潜
伏
期
間

は
１
〜
８
時
間
で
激
し
い
嘔
吐
と
腹
痛
が

あ
り
、
下
痢
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
毒
素
は
耐
熱
性
毒
素
で
通
常
の
加
熱

方
法
で
は
分
解
し
な
い
の
で
、
加
熱
処
理

後
の
食
品
で
も
危
険
性
は
変
わ
ら
な
い
。

化
膿
巣
の
あ
る
手
指
で
の
調
理
に
注
意
が

必
要
で
あ
る
。

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
は
、
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
毒
素

に
汚
染
さ
れ
た
食
品
の
摂
取
に
よ
っ
て
発

症
し
、
潜
伏
期
間
は
８
〜
40
時
間
、
複
視
、

散
瞳
、
発
声
障
害
、
嚥
下
障
害
や
呼
吸
障

害
な
ど
の
神
経
麻
痺
症
状
が
お
き
、
一
般

的
な
食
中
毒
の
腹
痛
や
下
痢
な
ど
の
消
化

器
症
状
は
現
れ
な
い
。
重
症
例
で
は
弛
緩

性
呼
吸
麻
痺
に
よ
り
死
亡
す
る
。

そ
の
菌
種
に
つ
い
て
は
紙
面
の
関
係
で

省
略
す
る
が
、
夏
本
番
を
む
か
え
急
性
胃

腸
炎
型
の
細
菌
性
下
痢
患
者
が
ピ
ー
ク
と

な
る
が
、
個
人
的
に
は
野
外
活
動
で
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
（
豚
肉
、
鶏
肉
）
に
よ
る

下
痢
症
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

細
菌
以
外
の
食
中
毒
を
起
こ
す
病
原
体

と
し
て
は
、
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
、

サ
イ
ク
ロ
ス
ポ
ー
ラ
、
ラ
ン
ブ
ル
鞭
毛
虫

と
い
っ
た
原
虫
類
や
、
カ
リ
シ
ウ
イ
ル
ス

に
代
表
さ
れ
る
小
型
球
形
ウ
イ
ル
ス
（
Ｓ

Ｒ
Ｓ
Ｖ
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
感
染
症
は
、

平
均
６
日
の
潜
伏
期
間
の
後
、
突
然
大
量

の
水
様
下
痢
と
痙
れ
ん
性
腹
痛
で
始
ま

る
。
症
状
は
１
〜
２
週
間
で
自
然
に
消
失

す
る
が
、
感
染
力
を
有
す
る
オ
ー
シ
ス
ト

が
約
１
カ
月
に
わ
た
っ
て
便
中
に
排
出
さ

れ
、
水
道
水
や
食
品
を
介
し
て
集
団
感
染

を
お
こ
す
場
合
が
あ
る
。
国
内
で
は
、
１

９
９
４
年
に
神
奈
川
県
平
塚
市
で
、
１
９

９
６

年
に
埼
玉
県
越
生
町
で
水
系
集
団

感
染
が
発
生
し
て
い
る
。

サ
イ
ク
ロ
ス
ポ
ー
ラ
感
染
症
は
、
潜
伏

期
間
は
約
７
日
で
、
初
発
症
状
で
は
ク
リ

プ
ト
ス
ポ
ジ
ウ
ム
感
染
症
と
鑑
別
で
き
な

い
が
、
症
状
が
平
均
６
週
間
持
続
し
、
や

や
遷
延
す
る
傾
向
に
あ
る
。
国
内
発
生
例

は
ま
だ
散
発
性
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
東

南
ア
ジ
ア
か
ら
の
帰
国
者
の
下
痢
便
か
ら

検
出
さ
れ
、
輸
入
感
染
症
の
色
彩
が
強
い
。

ラ
ン
ブ
ル
鞭
毛
虫
症
は
、
わ
が
国
で
は

戦
後
衛
生
環
境
の
整
備
と
と
も
に
減
少
し

て
い
た
が
、
近
年
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。

潜
伏
期
間
は
２
〜
８
週
間
で
、
激
し
い
水

様
下
痢
の
ほ
か
に
、
胆
道
感
染
に
よ
る
悪

臭
を
と
も
な
う
乳
灰
白
色
の
脂
肪
性
下
痢

を
呈
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
原
虫

は
い
ず
れ
も
水
道
水
の
通
常
の
塩
素
消
毒

に
非
常
に
抵
抗
性
を
示
す
。
ま
た
、
免
疫

力
が
低
下
し
た
患
者
で
は
感
染
症
が
遷
延

し
重
症
化
し
や
す
い
。

一
方
、
わ
が
国
に
お
け
る
食
中
毒
の
約

20
％
は
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の

大
部
分
を
小
型
球
形
ウ
イ
ル
ス
が
占
め

る
。
以
前
は
実
態
が
不
明
で
あ
っ
た
Ｓ
Ｒ

Ｓ
Ｖ
も
、
現
在
で
は
カ
リ
シ
ウ
イ
ル
ス
科

ノ
ー
ウ
オ
ー
ク
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
感
染
源
は
生
ガ
キ
で
寒
期
に

多
発
す
る
。
胃
腸
炎
は
軽
症
で
１
〜
２
日

で
治
癒
す
る
こ
と
が
多
い
。

最
後
に
、
食
中
毒
と
鑑
別
を
要
す
る
感

染
性
腸
炎
に
赤
痢
ア
メ
ー
バ
が
あ
る
。
腹

痛
と
粘
血
性
下
痢
を
認
め
、
肝
膿
瘍
で
発

見
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
以
前
は
開
発
途

上
国
か
ら
の
輸
入
感
染
症
の
一
つ
で
あ
っ

た
が
、
最
近
は
海
外
渡
航
歴
の
な
い
男
性

同
性
愛
者
に
罹
患
者
が
多
く
、
性
行
為
に

起
因
す
る
感
染
症
（
Ｓ
Ｔ
Ｄ
）
と
し
て
も

認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
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細
菌
性
以
外
の
食
中
毒

700

600

500

400

300

200

100

0
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 

1997

1998

1999

1997年～1999年　月別食中毒発生件数 
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ベロ毒素遺伝子の検出


